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令和６年度食品廃棄ゼロエリア創出モデル事業等



１．事業の目的

▼相模原市内で食品リサイクルに取り組む小学校を対象に、
 食品廃棄ゼロの達成を目指す取組

〇給食残渣を分別徹底することにより、飼料化困難物をメタン発酵原料として
活用する等、小学校を中心としたリサイクルループを形成する。

〇また、食育授業や食品リサイクル工場への親子見学会等を通じて、
 児童・保護者への意識改革にも取り組む。
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２‐０．事業の内容

（１）事業の実施エリア・対象

▼実施エリアは、相模原市。

〇公募要領の参考図食品廃棄ゼロの達成イメージにある関係者が対象。食品廃

棄ゼロエリアの達成には、生活者の意識変革が重要であり、イメージ図とは違

い、学校（給食）と児童に対する食育・環境教育による食品ロスに関する普及

啓発と保護者を含めた相模原市民に対する消費者教育から情報発信を行ってい

くところを重視している。

〇相模原市内の一部の小学校の給食残渣は、再生利用事業者の日本フードエコ

ロジーセンターで、飼料化を行っており、餌は地域の養豚事業者に渡し給食に

肉が使われる食品リサイクルループを構成している事業者を対象とする。

〇食品リサイクルループを構成する相模原市内の食品関連事業者、さがみはら

SDGsパートナーに参加している事業者の中には、フードバンク、フードドライ
ブを行うNPOなどもある。
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２-１．事業の内容

（２）事業実施期間内のゴール（目標）

〇相模原市内のリサイクルループを構成している小学校で給食残渣の量をゼロ
にする。相模原における食品リサイクルとSDGsの取り組みを理解し、食べ残し
てもよいと短絡的に考えることがない、次世代を担う市民の行動変容につなげ
る。

〇保護者を巻き込んで取り組みができる食品ロス削減の選択肢を具体的に見せ
ることで、本年度橋頭堡として築いた食品廃棄ゼロエリアを発展させるための
人と組織としての関係づくりの基礎を作る。

給食残渣の量をよりゼロへ！
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実施時期取組対象実施内容取組

■ 2024年9月末第
一版作成

■相模原市内小学
生および保護者

■相模原市の画期的な
食品リサイクルループ

について分かりやすく

伝えるデジタル教材の

作成（児童に対する食

育・環境教育を通じた

食品ロスに関する普及

啓発／保護者を含む相

模原市民に対する消費

者教育・情報発信）

①食品廃棄ゼロ
エリア達成のた
めの副教材（電
子化を目指す）
の作成

■2024年10月3日■食育推進プロジ
ェクト（相模原

市栄養教諭21名
参加）

■デジタル教材監修者
による事前研修

２-２．事業の内容

食品リサイクルを実施している小学校における食品廃棄ゼロの達成事業目標
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実施時期取組対象実施内容取組

■2024年11月1日■相模原市小・中
学校・義務教育学

校の食育担当者

■教職員向け導入前事
前周知

①食品廃棄ゼロ
エリア達成のた
めの副教材（電
子化を目指す）
の作成

■2024年11月5日■相模原市立大沼
小学校（3・4年生
授業）

■事前のデジタル教材
活用事業

武庫川女子大学藤本教

授による実践授業（録

画の上、教職員に提

供）

■第三版児童参加
による教材改定

■相模原市立中央
小学校（4年1組授
業）

■教師と児童によるデ
ジタル教材のブラッシ

ュアップ、同教材の完

成

２-３．事業の内容



7

２-４．事業の内容

実施時期取組対象実施内容取組

■2024年11月5日■相模原市立大沼
小学校（3・4年生
授業）

■相模原市立中央
小学校（4年1組授
業）

■デジタル教材監修者
（藤本教授）による

デジタル教材を使用

した出前授業

②食育授業の実
施 （出前授業
を含む）

■2024年11月5日■相模原市役所関
係部署教育委員

会・SDGs推進担
当

■本村相模原市長に藤
本先生よりデジタル教

材による授業実施の報

告

■2024年12月25日■市内小学校教育
関係者（69校の小
学校対象に参加者

募集）

■教育関係者研修（工
場見学及び食品ロス研

修）
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２-５．事業の内容

実施時期取組対象実施内容取組

■2024年12月26・
27日

■相模原市民であ
る小学生と保護者

■小学生と保護者に対
する食育（親子工場見

学ツアー）

日本フードエコロジー

センター、相模原バイ

オマスパワー、相模原

市焼却場、火焔山

②食育授業の実
施（出前授業を
含む）

■2024年12月～
2025年1月

■相模原市内小学
校9校

■デジタル教材を利用
した出前事業の実施

（環境カウンセラー鬼

沢先生による）
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２-６．事業の内容

実施時期取組対象実施内容取組

■2025年1月■相模原市内小学
校7校

給食残渣のリサイクル

できない食品をバイオ

マスに活用する

③給食残渣の分
別を徹底するこ
とにより飼料化
困難物をバイオ
マス化し焼却廃
棄をゼロ

■ 2024年1月25日■第三回相模原
SDGs EXPO来場
者（約1,000名/
日）

■イベント会場にて、
堆肥の配布

④バイオマスに
よる汚泥の活用

堆肥として相模
原市内の農業者
による野菜生産
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２-７．事業の内容

実施時期取組対象実施内容取組

■2024年12月～25
年1月

■相模原市内小学
校9校

■エコフィードで育て
た豚肉を使った学校給

食（エコフィードで育

てた豚肉による）

⑤エコフィード
で育てた豚肉と
地元野菜による
地産地消給食メ
ニューの実施

■2024年■市内飲食店（１
件）

■エコフィードで育て
た豚肉と地元野菜のメ

ニュー実施
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実施時期取組対象実施内容取組

■ 2024年12月26
日、27日

■相模原市内に居
住する小学生

（3年生～6年
生）と保護者

各日程親子15組30
名

■食品廃棄ゼロエリア
創出を目指す相模原

市内のリサイクル施

設の見学の実施（市

内５施設を案内）

⑥相模原市
SDGsツアー
食品廃棄ゼロ取
り組み事業所と
親子工場見学

■環境情報誌エコ
チル12月号(市内
全小学生)

■相模原市民(児童
含む)

■親子工場見学

⑦学校における
食品廃棄ゼロの
取り組み（③）
の情報発信

■相模原市からプ
レスリリース

■特別授業
2024年11月5日

■相模原市民■デジタル教材を使っ
た授業の本村市長への

報告（マスコミ取材）

２-８．事業の内容



12

実施時期取組対象実施内容取組

■2025年1月10日■相模原市民■相模原SDGsパートナ
ー盾登録証交付式

⑦学校における
食品廃棄ゼロの
取り組み（③）
の情報発信

■2025年1月24日■相模原市民■相模原市立中央小学
校における本村市長と

小学生とのSDGs給食
（プレスツアー実施）

■相模原市からプ
レスリリース第三

回相模原 SDGs 
EXPO 2025年1月

■第三回相模原
SDGs EXPO来
場者（約1,000名
/日）

■ SDGs EXPOチラシ
配布・アンケート収

集・堆肥配布（100
個）・高橋社長（日本

フードエコロジーセン

ター）講演

２-９．事業の内容
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実施時期取組対象実施内容取組

■ 2024年11月～
2025年1月末

■相模原市内の
SDGsパートナ
ーに加入してい

る飲食店

■本事業主担当の食品ロ
ス・リボーンセンター

がmottECOコンソーシ
アムに加入し、相模原

市内のSDGsパートナ
ーに加入している飲食

店における食べ残しの

持ち帰りを案内

⑧飲食店におけ
る食べ残しの持
ち帰り
（mottECO）

■2024年4月～8
月及び2025年2
月

■相模原市内を
中心とした社会

福祉協議会、地

域活動団体、子

ども食堂

■相模原市役所及び本事
業主担当の食品ロス・

リボーンセンターが、

市内外の防災備蓄食品

（飲料水含む）を有効

活用する（寄贈）

⑨フードバンク
事業

２-１０．事業の内容



３-１．事業の実施体制

・全体企画立案とコーディネート・各所

手配

・全体の進捗管理

・SDGsパートナーなど市内事業者との
調整

・バスツアーの添乗

・EXPOでの事業説明・堆肥の配布

・mottECOコンソーシアム等外部との
調整

一般社団法人食品ロス・リボーンセ

ンター（主担当）

相模原市役所関係部署との調整相模原市役所

みんなのSDGs推進課

デジタル教材の確認と導入相模原市教育委員会 学校教育課

学校給食に関する食育・給食残渣の管理相模原市教育委員会 学校教給食課



３-２．事業の実施体制

mottECO料飲店に対する説明相模原市役所 廃棄物指導課

・デジタル教材監修と食育出前授業

・教職員に対する学習指導

武庫川女子大学教授 藤本勇二先生

環境カウンセラー

・リサイクルループの拡大の実証実

験（バイオマスに適した食品残渣の

取り扱い等）

・工場見学時の説明・案内

・学校関係者に食品ロスに関する研

修

株式会社日本フードエコロジーセンタ

ー

・堆肥化、バイオマス化の推進

・JA等農家との堆肥活用の促進

さがみはらバイオマスパワー株式会社

養豚農家、地産地消、エコフィード

利用

江戸屋養豚場

食育出前授業鬼沢良子先生 環境カウンセラー



４．事業の成果
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①食品廃棄ゼロエリア達成のためのデジタル副教材の作成

※デジタル副教材一部抜粋①

教師と児童によるブラッシュアップにより教材完成

Direction by patapata design 鈴木ゆみ



４．事業の成果

※デジタル副教材一部抜粋②

教師と児童によるブラッシュアップにより教材完成
17

Direction by patapata design 鈴木ゆみ



▼１月15日（水） 鶴園小学校 支援学級・5年２クラス2回

1～6年の支援学級２クラスは昨年の冊子を使用。熱心に聞いていた。5年の
初回は各自のPCでデジタルコンテンツを見たが、次のクラスはモニターで
一斉に同じ画面を見て解説したことで、集中して聞いていた。

４．事業の成果
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②食育授業の実施（出前授業を含む）

▼鬼沢先生による相模原市内小学校授業風景

（授業レポート一部抜粋）

▼１月17日（金）大野小学校 3年3クラス合
同 95名 9：45～10：30

・各クラス担任、校長先生、給食担任が同席

積極的な発言が多く、大変熱心に聞いていた。

給食担任からは他の学年も合同に実施すればよ

かったという感想と来年もお願いしたいという

依頼があった。



４．事業の成果

19

（授業レポート一部抜粋）

▼１月29日（水） 上鶴間小学校 6
年3クラス 84名 9：40～3時限

・各クラス担任、給食担任（1回目の
み）が同席

6年生は初めて。最初は前のモニタ
ーの投影し、質問や発言を促す。後

半を各自のPCで操作。担任の先生
からも多くの質問があった。

【気が付いた点】

飼料化とバイオガス発電

の動画は、大変興味深く見

ていた。時間の関係で、動

画は一部早送りしたことか

ら、各自何回も再生したと

思われる。大人数が工場見

学することは困難なのでと

ても有効だったと言える。

給食担当の先生から、自校

の食品ロスの現状の話は必

要で生徒からは「初めて知

る内容だった」とのコメン

トがあった。
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４．事業の成果

▼藤本先生より相模原市内小学校授業風景

【子どもたちからの感想一部抜粋】

・私ははじめて食品ロスのキャラをみて、お

もしろいと思いました。コンポストを作って

みたり、そのままリサイクルで活用すること

がわかりました。たのしかったです。

・SDGsの食品ロスについての様々な話を聞
かせてくれてありがとうございました。コン

ポスターで食品などの物をはっこうさせて菌

をころすのを家でもやってみたいです。
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４．事業の成果



４．事業の成果
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▼デジタル教材使用時、児童向けアンケート結果（回答件数：412件）

Ｑ：あなたは何年生ですか？ Ｑ：デジタル教材は、
わかりやすかったですか？

アンケートに答えられる3年生以上を対象とした。
デジタル教材については、講師より「飼料化とバイオガス発電の動画は、大変
興味深く見ていた。時間の関係で、動画は一部早送りしたことから、各自何回
も再生したと思われる。大人数が工場見学することは困難なのでとても有効だ
ったと言える。」との感想があった。
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４．事業の成果

Ｑ：「食ロス」とは何か、
よくわかりましたか？

Ｑ：とくに心にのこっている内容は
何ですか？

講師の説明により、「食ロス」とはなにかということを中心に説明してもらい
充分な理解が得られた。「食品がむだにならないようみんなで努力している」
という内容が心に残ったという児童が多く、自らの生活習慣を見直したいとい
う感想も多かった。
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４．事業の成果

Ｑ：給食の食べ残しは減らした方がよ
いと思いますか？

Ｑ：今日の給食で出た豚肉のえさに
は、給食の食べ残しなどが使われ
ていたことを知っていますか？

給食については、苦手なものやアレルギーで食べれない児童もいるため、無理
にすべて食べきることを進めるのではなく、注ぐ前に少なくするなどの対応が
大切だと感じた児童が多いようだった。また、エコフィードの豚を使用して給
食が作られていることの認知度も上がっていることがわかった。



■こんなにも相模原市がSDGsの取り組みをしていると思わなかったので、驚き
ました。食品ロスのことは知っていたけれど２５メートルプール13111個分も
あることを初めて知って食品ロスはまだいっぱいあるんだなと思いました。ま
た、私達が住んでる相模原市はすごい世界に貢献しているなと思いめちゃくち
ゃ誇れるしすごいなと思いました。

■食べ物を残さない工夫をするために、食べられる分だけの量をよそい、まだ食
べられるなら、おかわりをして、嫌いな食べ物でも、頑張って一口食べて、食
べ物を無駄にしない事を心がけたいと思った。そして、食べ物は、賞味期限や
消費期限が切れそうなものから食べたり買ったりして工夫したいと思った。

■食べ残しは、リサイクルされるけれどあまり残さないように好き嫌いをしない
ようにする。できるだけお残しをしないようにしたいです。リサイクルされて
るいるのはわかりけどリサイクルされないものもあるからできるだけ残さない
ようにしたいです。
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４．事業の成果

Ｑ：今日の授業を受けて、自分で何ができるかな。
思ったことや考えたことを教えてください。（※一部抜粋）



■どんなに嫌いでも１口は食べる。家でも残すのをできるだけ食べたりしてフー
ドロスを減らしたり、スーパーなので前の方から取るなどをする。これからも
っとフードロスが増えるのか減るのかなどを考えた。好き嫌いをしないこと、
少しでも多く食べて給食や家での残りが出ないように気をつけること、買い物
をするときにできるだけ前の方から取ること、家でも食べ物が残らないように
食べれる分だけなど自分にできることはたくさんあるから身近にあって簡単な
ものからやっていきたいなと思いました！また、今日知れたことを親、家族、
友達、たくさんの人に言えるから、少しでも多くの人に現状をしってもらって、
ほんと小さなことでも1人1人が気をつければけっこう変わると思うから、他の
人に話してみるのも自分にできることだなと感じました！

■今日の授業を受けて、一人ひとりが少しだけでも食べるだけでSDGsに貢献で
きるなら、少しだけ頑張ってみようという気持ちになった。沢山の人がいると
ころだからフードロスが出るのは仕方ないけれど、エコフィードになったり発
電ができることを初めて知って、相模原市の施設がすごいなと思った。とは言
ってもすべてがそのサイクルに入るわけではないので、少しずつフードロスが
減るといいなと思った。
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４．事業の成果



４．事業の成果
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【学校給食残さの受入拡大調査結果報告】

1. 調査概要

(1)   調査目的
本調査は、相模原市内の小学校の給食残さの焼却量をゼロに近づける

ことを目標とする本事業において、現状の体制のなかで食品残さの受

入可能範囲を拡大し、これまで受入不可としていた食品なども新たに

受け入れることが可能かを検討し、焼却量をどの程度削減できる可能

性があるか推定することを目的とする。

③給食残渣の分別を徹底することにより
飼料化困難物をバイオマス化し焼却廃棄をゼロ

（調査委託：日本フードエコロジーセンター）



４．事業の成果
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なお受入範囲を拡大するには、飼料成分に悪影響を与えない範囲で対応す

る必要があるが、2023年度に稼働開始した産業廃棄物処分施設「さがみはらバ
イオガスパワー（株」により、油分・塩分が多い食品工場系の食品残さをメタ

ン化処理に回すことが可能となった。この状況を踏まえ、一般廃棄物である給

食残さの中で先述のように油分・塩分が強いものや香りにより飼料の嗜好性に

影響が生じるもの（以下、「メタン化向き原料」という）を飼料化原料として

扱うことの可能性について検討する。

2. 調査内容
(1) 品目別の受入調査
①1/15（水）～2/4（火）搬入の給食残さにて、飼料化向きとメタン化向

き原料の分類を定め、メタン化向き原料のみ色付きの袋に入れての排出を

依頼した。

対象校は、大野小学校、中央小学校、富士見小学校、橋本小学校、大野北

小学校、大沼小学校、上鶴間小学校、桜台小学校、鶴園小学校の計9校である。
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４．事業の成果

搬入の様子

②収集運搬業者株式会社まごころ清掃社の運搬により搬入後、飼料化向き・

メタン化向き原料それぞれの計量を行った。

③計量結果をもとに、調査前後の食品残さのリサイクル量の変化などを集計し

た。
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４．事業の成果



31

４．事業の成果
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４．事業の成果
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４．事業の成果



34

４．事業の成果
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４．事業の成果

※別紙１
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４．事業の成果
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４．事業の成果
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４．事業の成果
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４．事業の成果
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４．事業の成果

※別紙２
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４．事業の成果

※別紙３
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４．事業の成果
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４．事業の成果
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４．事業の成果

※別紙４
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４．事業の成果
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４．事業の成果
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４．事業の成果

④バイオマスによる汚泥の活用
堆肥として相模原市内の農業者による野菜生産

▼市制施行70周年記念 相模原 SDGs EXPO
・SDGs トークショー（日本フードエコロジーセンター高橋巧一社長登壇）
・イベント会場にて堆肥の配布
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４．事業の成果

・SDGs EXPO内で、相模原市立橋本小学校の教職員と児童がポスター展
示やステージ登壇を行った際に、SDGs給食（エコフィード）やデジタル
教材の紹介がされた
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４．事業の成果

▼イベント会場にて配布したチラシ／配布した、堆肥の数１００個

Direction by patapata design 鈴木ゆみ
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４．事業の成果

▼堆肥配布時に収集したアンケート内容（51件の回答）

Ｑ：年代を教えてください
Ｑ：デジタル教材について、
ご覧になりましたか

年代については、子育て世代が多く見られ、会場にも子ども連れをよく見か
けた。デジタル教材についても、反応がよく、足を止めて実際に触れて話を
聞いていただけるケースが多かった。
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４．事業の成果

Ｑ：デジタル教材は利用しやすいと思い
ますか

Ｑ：デジタル教材は相模原市内の
食品ロスの取り組みを知る
きっかけになると考えますか

普段からスマホ等の電子機器を使い慣れている方が多く、デジタル教材に対
する抵抗はなかった。また、デジタル教材を使用することで相模原市内の食
品ロスの取り組みを知るきっかけになるという認識の方が圧倒的に多く見ら
れた。
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４．事業の成果

Ｑ：本ブースの展示をご覧いただいて、学校給食から出る食品ロス・食品廃棄  
物削減のために、どのような取組が大切だと思いましたか？※一部抜粋

■児童に対する食育や1から野菜を育てる体験をさせる
■食べられる量を調べて、余らないようにする
■地産地消で生産者と顔の見える関係を気づき、残さず食べる気持ちにつなげる
■とても良い取り組みだと思う。
■応援します。
■子どもたちは常に食べる量が違うので、その子に合った量を把握できるように。
■子どもたちの適正食事消費量を調べてみたほうがよい。
■食べるだけではなく、捨てること等複合的に考えることが大事だと思います。
■子どもたちが食べやすい、美味しいものを提供することが必要
■子どもたち自身もフードロスについて知ること
■子どもたちに食品ロスを知ってもらい、自分の適量を意識することで食品ロス
がで無くなるんじゃないか。
■子どもたちの食育に対する気持ちが希薄になってきているので、意識を高める
きっかけになればいいなと思います。
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４．事業の成果

⑤エコフィードで育てた豚肉と地元野菜による地産地消給食メニューの実施

▼本村市長と相模市立中央小学校4年1組 児童との会食風景

【東京新聞Web2025年2月4日掲載記事】

相模原市中央区の市立中央小学校で、食品
ロスの削減などの大切さを学ぶ「SDGs給
食」が提供された。

児童たちは視察に訪れた本村賢太郎市長と
一緒に食べ、自分たちが学んでいることを紹
介。持続可能な社会の実現のため、身の回り
のことから取り組むと約束した。

同市では持続可能な開発目標（SDGs）に関連して、小学校に専門家を招い
て食品ロス削減をテーマにした出前授業を行うなどしている。市内には食品
工場で余った食材や給食センターから出た調理くずを使って家畜用飼料「エ
コフィード」を製造する企業「日本フードエコロジーセンター」があり、
2007年からは17の小学校で給食の食べ残しを含めてかゆ状にし、豚の飼料に
する事業を実施。23年度は約62トンが飼料化された。
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４．事業の成果

1月は市の食品ロスゼロ達成月間で、24日には中央小の全児童にエコフィード
で育った豚「優（ゆう）とん」の肉うどんなどが給食として出された。完食し
た3年生の女子児童は、自宅でもきょうだいと協力して食べ残しをしないよう心
掛けているといい、未来に向けたSDGsの取り組みは「いつも忘れていない」と
話していた。（古川雅和）



４．事業の成果

＜エコフィードで育てた豚肉の提供体制＞
市内の対象校9校から給食残渣を食品リサイクル施設（日本フードエコロジーセンター）にて飼
料化（エコフィード化）。受入量は検証期間14日間で2.9トン（受入はその後も継続）。
江戸屋養豚場でエコフィードを用いて生産した豚肉を、市内小学校でSDGs給食の材料として活
用した。
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参加者27名
日本フードエコロジーセンターの飼

料化工場と相模原バイオマスパワーの
工場見学に合わせ、相模原市の焼却炉
と最終処分場を見学した。ランチはエ
コフィードにより育てた豚肉を使用。

食品ロスの取り組みがなければ、燃
やして埋め立てをしなければならない
ということも、見学して親子で経験す
る取り組みとなった。

４．事業の成果

⑥相模原市SDGsツアー 食品廃棄ゼロ取り組み事業所と親子工場見学

56

▼ツアー内容／工場見学の様子
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４．事業の成果
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▼親子工場見学のご感想 ※一部抜粋



58

４．事業の成果

⑦学校における食品廃棄ゼロの取り組み（③）の情報発信

⑧飲食店における食べ残しの持ち帰り（mottECO）

（現在参加中店舗）
● 勝来軒
● エッキミュージックサロン
● ピッコリーナ
● 米粉たい焼きわわわ

● 火焔山（オリジナル容器使
用）

▼容器配布数：153枚

● プレスリリース 2回
● プレスツアー 1回
● エコチル掲載 工場見学募集広告
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⑨フードバンク事業

４．事業の成果

▼相模原市様（2024年11月15日～21日）

ビスコ４０箱（60袋）、ミネラルウォーター500ml95箱（2,280本）を

NPO法人フードコミュニティへ寄贈。

〇2024年１１月１５日持ち込み
 ビスコ４０箱
 【１箱６０袋入り
 （１袋の中に、ビスコ５枚入りの個包装３つ入り）】

〇2024年１１月２１日持ち込み
  水９５箱
 【１箱 ５００ｍｌペットボトル×２４本】
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⑨フードバンク事業

４．事業の成果

▼三菱食品株式会社様（2024年4月～8月及び2025年2月）
大手食品卸売業の三菱食品株式会社にご協力いただき、

ミネラルウォーター1.5ℓ（206箱・1,648本）及び非常食セット（2,160食）
を相模原市内中心にマッチング配送（寄贈）を実施。

〇物品：①富士ミネラルウォーター1.5l×8本入
②非常食セット

〇非常食セット1:4入×1箱+12入×3箱
(レーズンパン、わかめご飯、肉じゃが)

〇非常食セット2:4入×1箱+12入×3箱
(チョコチップパン、梅じゃこご飯、ハンバーグ)

〇非常食セット3:4入×1箱+12入×3箱
(コーヒーナッツパン、青菜ご飯、筑前煮) 等

〇納品先（一部参照）／

相模原市社会福祉協議会中央ボランティアセンター／
光が丘地区社会福祉協議会（健康お茶べり庵 ほっこり
屋：シルバーカフェ）／他子ども食堂等



５．今後の検討課題

61

①食品廃棄ゼロエリア達成のための副教材(電子化)の作成

〇活用の定着を図るために地域に根差したデジタル教材を、

更に身近なものにするため、コンテンツを強化する。

〇活用状況をモニターし利用が少なければ原因を調査し教育委員会に、

フィードバックする。

〇デジタル教材を使った学習指導方法を教職員にレクチャー。

〇他のエリアでの活用による普及啓発

(多摩エリア・他の食品廃棄ゼロエリア)

〇中学向け給食センター新設と資源循環連動の動きに対し、

中学用デジタル教材の作成検討。



５．今後の検討課題

62

②食育授業の実施

〇栄養教諭・管理栄養士・栄養士等給食に係る学校関係者にデジタル教材

を使った教材の活用方法、例えばアンケートによる効果測定の便利性等を

理解頂いて給食だよりなどと連携して保護者を含めた食育の手ごたえを得

られるか検討。

〇相模原市内で69校のニーズに答えるため環境カウンセラー・環境インス
トラクターはじめ地域で食育に携わる方々との連動。

〇給食関係者だけではなく担任を含めたこの事業における食育授業の成果

発表会によるノウハウの共有。

デジタル教材・

食育



５．今後の検討課題
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③給食残渣の分別実施校の拡大

本事業で実施した取組を市内69校全てで実施した場合、再生利用量を約62ト
ン／年（2023年度実績）から約268トン／年に拡大できるポテンシャルがある。

①市内全校でのエコフィードの取り組みで248トン

②同じく市内全校でバイオマスの取り組みで20トン

 ①＋②＝268トンの給食残渣がリサイクルできる可能性がある

 ＜2023年度比で新たに200トン以上の給食残渣が有効活用可能＞
63

▼2023年度の飼料化量：17小学校で約62トン／年
▼市内69校で実施した場合の再生利用量（推計）
・17小学校は、全小学校69校の4分の1（約24%）
 全小学校で飼料化を実施する場合、飼料化量は62トン×4倍=約248トン…①
・検証結果（P.34）より、給食残渣のうちこれまで飼料化が困難とされて
 きた分（全体の8%）についても、バイオマス化（主に飼料化）可能と想定
 248トン（①）×0.08=約20トン…②



５．今後の検討課題
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④バイオマスによる汚泥の活用

〇堆肥として相模原市内の農業者による野菜生産と学校給食での活用を目

指し農業生産者にアプローチ。

〇学校菜園、相模原市の公園でのバイオマス堆肥の活用。

〇飼料化困難物をバイオマス化し焼却廃棄をゼロ

〇取組校の給食残渣の数値をデータ化して焼却廃棄ゼロを継続し、

更に市内で取組む学校を増やしていく。

〇参加校の出前授業、食育の中で取組数値を伝え児童が、

自らの事として理解しより深い取り組みとしていく。

〇学校担当者にモデル事業終了後も飼料化・メタン化原料の分別のご協力

していただけるように活動する。



５．今後の検討課題
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⑤エコフィードで育てた豚肉と地元野菜による地産地消給食メニューの実施

〇実施校で定着を図るとともに資源循環と連動した給食実施校の拡大。

⑥相模原SDGsツーリズム

〇食品廃棄ゼロ取組事業所の親子工場見学実施時期を夏休みに変更し、

集客を高める

〇自由研究の取り組みテーマとして指導要綱に基づいた企画をたて関心を高める

⑦学校における食品廃棄ゼロの取り組みの情報発信

〇給食だよりと連動した情報発信とアンケートの検討

〇SDGsEXPO両日参加による広報効果の拡大

〇EXPOに学校と共同出店による情報発信の効果の拡大



デジタル教材については、「学年に応じて、本日のポイントを丁寧にもう一
度解説すること。１、２年生には特に工夫が必要。動画を見ることは関心をひ
く」という意見が講師から出ていたため、動画の内容を充実させることに加え
ることを検討している。

親子工場見学ツアーなど、実際に参加していただいた方からは反応のよい感
想を頂いているので、今後は参加人数の増加を目指すため、告知場所の拡大や
内容をブラッシュアップしていく。

５．今後の検討課題
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⑧飲食店における食べ残しの持ち帰り(mottECO)

〇mottECO普及団体への相模原市と参加方法の検討

〇飲食店に対する周知期間の延長

⑨災害備蓄食品の寄附などを、地域の協力パートナーの支援を得て実験的に実施

〇SDGsパートナーで関係が出来た市内の事業者と連携する。

▼今後の課題について



６．事業終了後の展開
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報告のとおり、事業年度内の目標はほぼ達成

⇒ 食品廃棄ゼロエリアを目指し関係者と計画策定を準備

１）デジタル教材の活用展開による食品ロスに対する普及啓発をさらに広げる

２）学校での資源循環の取り組みに加わったバイオマスによる、

堆肥のメニューを生かす取組の実施により取り組む学校を増やしていく

３）食育現場の取り組みと情報発信を相模原市の関係部署、

SDGsサポートメンバーとの連携強化をSDGs推進課とさらに強化

SDGs推進課による相模原市関係部署との連携が効果的に始められた。

日本フードエコロジーセンター・相模原バイオマスパワーの工場見学、

SDGs EXPOにおける講演でSDGsパートナー事業者との連携が始まった。



６．事業終了後の展開
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以上の取り組みにより、小学校というエリアで食品廃棄ゼロエリアの取り組

みを市民に情報発信し、またSDGsパートナーとして食品ロス削減の様々な取り
組みにより相模原市の食品廃棄ゼロエリアを目指す。

相模原市が目指すSDGs未来都市を構成するステークホルダーの一員として、
関係を強化しながら協働し継続拡大していくことを第一として事業を進めてい

く。



７．横展開へのポイント
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食品廃棄ゼロエリアを生み出すには様々な手法があるが、維持拡大していく

ためには、まずゼロエリアが持続可能なことが必要。そのために、世代交代を

考えると教育が欠かせずそのツールとしてのデジタル教材は、事業の枠組みを

維持していく意味でも有効だと考える。

▼デジタル教材について

１）相模原市内の小学校での展開・普及

２）取組実施校の関係者によるオンラインセミナーなどによる活用ガイドの提示



７．横展開へのポイント
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コストは、新たに作るより３分の１程度の費用で作成が可能。相模原市の近

隣の自治体で日本フードエコロジーセンターで食品リサイクルを行っている場

合は、飼料化、リキッドフィードであればほとんど映像の差し替えは発生しな

いが、堆肥化、バイオマス化の場合は、地域によってリサイクル方法が違うの

でその部分も差し替えが発生するのでコストは、出張旅費と製作費となり新た

に作るよりは安いものの費用は、ある程度かかる見込みである。

３）他の自治体・団体へのデジタル教材の提供

単にサーバー上に載せてもほかの地域・団体

等への展開・普及は、参考資料程度で終わると

考える。効果的に活用頂くために、作成したデ

ジタル教材は、一般編と地域編にデータを分け

ており、地域編を導入する地域に合わせて作成

編集が可能なつくりにしてある。



７．横展開へのポイント
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▼食品リサイクラーと地域の連携について

長年地域の小学校の給食残さを食品リサイクルし、エコフィードで育てた豚

肉を使った学校給食を行い出前授業に取り組んだり、相模原市のSDGsの取り組
みに協力してきた日本フードエコロジーセンターの実績があってこそ食品ロ

ス・リボーンセンターが提案した今回の事業に地域の関係者の皆様の協力を頂

けた。この事業の横展開には、それぞれの地域で活躍している食品リサイクラ

ーが核となることが重要である。

▼出前授業による展開について

食品に関する出前授業のニーズは高く、学校から

は来年度の実施の希望や、参加学年の枠を広げたい

との要望をいただいている。環境カウンセラーなど

の専門知識を持った方が、学習指導要領との連携を

意識した出前授業が求められている。



７．横展開へのポイント

72

▼自治体との連携

本年度の事業の成果は、相模原市にSDGs推進担当という食品廃棄ゼロエリア
事業の要となる部署による関係各所との調整、紹介があったからであり一事業

者がここ数年相模原市の各部署と作ってきた関係性ではととも推進できるもの

ではなかった。

事業のポイントはまさしく自治体にこのような部署があり、かつSDGsパート
ナー制度、SDGs EXPOなど一般市民と協業するための受け皿があり、様々な
関係を相模原市内のＮＰＯ、社会福祉協議会、事業者と構築が出来た。今回の

事業を情報発信するにあたって、参考にされようとしている他の地域・団体に

対してこの肝を周知頂ければ横展開は、よりスムーズに行えると考えている。




